






 

 

（様式 ３） 

県政調査計画審査結果 

 

県政調査計画について審査したところ、結果は次のとおりでした。 

 

調査実施議員名 

（調査団長）松田 良昭 

（団  員）高橋 栄一郎、原 聡祐、楠 梨恵子、石川 巧、

神倉 寛明、川崎 修平、田村ゆうすけ、 

山口 美津夫、ます 晴太郎、小林  武史 

 

１ 要領２(1)の基準への適否 

区  分 調査の基準 計画の内容 適否 

① 調 査 経 費 議員１人当たり１００万円以内 
議員１人当たりの経費は 814,310

円であり、基準を満たしている。 
適 

② 調 査 箇 所 

１日につき午前及び午後それぞれ 

１か所以上調査実施 

移動日は１か所以上調査実施 

４泊６日の行程の中で、飛行機に

よる終日移動日を除き、移動日は

１箇所以上、それ以外の日は午前

および午後それぞれ１箇所以上

調査を実施する行程となってい

る。 

適 

 

 

２ 調査計画に対する審査所見 

 

区   分 所      見 

① 
調査の実施が県政課題解決

の一助となるか。 

・ 2027 年「国際園芸博覧会」については、その経済

波及効果を高めるため、本県としても機運醸成に取り

組む必要があり、直近の開催である「2023 年ドーハ

国際園芸博覧会」の会場を視察することは本県の施策

展開の一助となる。 

 

・ 中東には多くの日本企業が進出しており、これまで

にもインフラ構築やクリーンエネルギー分野で多大

な貢献をしてきた。政府としても一層の関係強化を打

ち出しており、県内企業の今後の進出先としても有望

であることから、状況を把握する必要がある。 

 



 

 

 

② 
調査の実施時期が時宜を得

たものか。 

・ 「2023 年ドーハ国際園芸博覧会」は横浜での開催

の直近の開催であり、本博覧会会場の視察は時宜を得

たものである。 

 

・ 県内経済はコロナから脱出し、世界進出する好機を

模索する状況となっているほか、豊富なオイルマネー

を背景に、カタール、アラブ首長国連邦は、国際的に

も注目すべき取組を展開している。 

・ よって、この機会に現地企業を視察することは時宜

を得たものである。 

③ 
現地に赴かなければ調査目

的が達成できないものか。 

・ 「国際園芸博覧会」は会場展示によって実施するも

のであり、現地で直接展示を視察することで、本県で

の施策展開に有効な、より多くの情報を収集できる。 

・ 企業等に関する情報についても、関係者から直接聴

取を行えば、現地の現状を踏まえた今後の施策推進に

とって、より詳細で有益な情報を得られる。 

・ よって、調査目的の達成のため、現地に赴く必要が

ある。 

④ 
調査箇所、行程、経費等は妥

当なものか。 

 調査箇所、行程、経費等は県政調査実施要領の基準を

満たしており、妥当である。 


	自民党提出計画書1215
	（案）【自民党県政調査】_様式３_1206

